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　これは2007年2月に長野で行われた世界ノルディッ

ク選手権戦の後でのお話です。与太郎さんが何かス

ポーツ新聞のようなものを持ってやってきました。

蹴っていない!?

与太郎　大家さん。いよいよスキーのシーズンです

ね。今日もテレビで国際ジャンプの試合が放映されま

すね。

大　家　そうですね。ジャンプは単純な競技のように

見えますけど，見始めるとなかなかテレビから目が離

せなくなりますね。日本の有力選手が飛び始めるとは

らはらします。大ジャンプを期待していたのにK点の

ずっと手前で失速するとがっくりしたりして－。

与太郎　こないだの世界ノルディック選手権で日本

が団体3位に入った時は興奮したけど，個人戦はだめ

だったし－このごろは大体がっくりすることの方が

多いですよね。解説者が期待を持たせ過ぎるから余計

まずいですよ。

　それにしても長野オリンピックの後は日本はからっ

きしだめですね。

大　家　スキー板の長さを身長の146%以下に制限す

るというルールが作られてからですね。だめになった

のは。

与太郎　板の長さでそんなに違うもんですかね。

大　家　どうですかねえ。長いほど有利には違いない

と思いますが，最近よく勝っている欧州の選手なんか

はそんなに大きくないようですね。そうして見ると板

の長さが決定的とは言えないかもしれませんね。

与太郎　やっぱりそうか。例のノルディック選手権の

後で出たスポーツ新聞に大家さんと同じような考え方

の記事が載ってたんで持ってきました。ちょっと見て

下さい。

大　家　おお。それはそれは。宮平秀治さんの解説で

すね。宮平さんは日本ではいつも上位を狙っていた名

選手ですが。

　なるほど，01年世界選手権代表の吉岡和也（土屋

ホーム）の言葉が一つのヒントになったとあります

ね。「世界のトップクラスはそんなに（踏切で）蹴っ

ていない」ということか。

　舟木選手が出現した時に，そして板の長さの規定が

変わって彼の神通力がなくなった時に，私もそれを感

じましたね。やっぱり思った通りでした。

与太郎　それってどんなことですか？

大　家　舟木選手はV字ジャンプの時代に適応した，

まさに蹴らないで踏み切るジャンプを始めた人だと思

います。しかし，当時のコーチ陣はあくまでも蹴る踏
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切を基本に考えていたのではないかと思います。

与太郎　この新聞にもそんなことが書いてありますね。

　でも，蹴る踏切はどこが悪いんですか？

蹴ってはいけない！

大　家　蹴る踏切というのは飛行曲線を少しでも高く

して，飛距離を伸ばそうという考えから出ていると思

います。飛び出しの速度－水平方向の速度ですね

－それが同じなら，飛び出すときの高さが1メート

ル違えば飛距離は2～3メートルかそこら違ってくる

と思います。

与太郎　ええ!?たったそんなもんですか？

大　家　普通に飛び出したときの飛行曲線を1メート

ル上に平行移動すると着陸斜面（ランディングバー

ン）に着地する場所が2～3メートルぐらい遠くにな

るという，単なる幾何学的な考察ですがね。

　もちろん，ただ高く飛ぶだけでなく，斜め前方に飛

び上がるように蹴れば，飛び出しの速度も大きいまま

で，速く前傾姿勢に持って行けますから，更に飛距離

が稼げると思います。

　ただ，問題は体が伸び上がった瞬間に大きな風圧を

受けて，飛び出しの速度が大きく減少する危険があり

ます。飛び出しの速度が1メートル毎秒違えば，飛距

離は5メートルぐらいは簡単に違ってしまいます。蹴

る踏切にはその危険がつきまとっているわけです。

与太郎　そうか。失敗ジャンプっていうのは，風の抵

抗を受けて体が立ってしまって，前傾姿勢に移るのが

遅れてしまったやつなんですね。

　2～3メートルっぽっちを稼ぐのにそれ以上損する

かもしれないっていう危険を冒すっていうのは問題で

すね。

大　家　そうですね。立ち上がった姿勢が10分の1秒

違えば飛び出しの速度は1メートル毎秒近く違ってし

まいます。その上前傾して飛行姿勢に移るのも遅れれ

ばその間にも大きな空気抵抗を受けますから，理想的

なジャンプに比べて10メートルやそこらは簡単に飛

距離が短くなってしまいます。それが失敗ジャンプで

すね。

与太郎　板の長さの規則が変えられた時に，日本の

コーチ陣は焦ってしまって，逆に，蹴るジャンプのほ

うに行ってしまったんですね。この新聞では宮平さん

がそんな風に言ってます。

大　家　その通りだと思いますね。

　今思い出すと，札幌オリンピックのときの日の丸飛

行隊，彼らはあのとき「蹴らない踏切」に近い踏切を

していたような気がします。笠谷選手をはじめ，金・

銀・銅の三人は踏切から空中姿勢への移行が実に滑ら

かでしたね。

　あれは1972年でしたから，与太郎さんはまだ生ま

れていなかったかな？

与太郎　まだ赤ん坊でしたね。わたしには伝説のよう

なもんですね。でも，何回もビデオで放送されるのを

見たから，結構よく覚えてますよ。

大　家　それからが問題なんですね。ヨーロッパの連

中は日本のジャンプの技術を研究したのだと思いま

す。そうなると脚の長いあの連中には負けてしまいま

すね。

与太郎　脚が長いってそんなに有利なんですか？

大　家　ただひょろひょろと長いだけじゃあ問題にな

りませんが，走ったり飛んだり滑ったりするようなス

ポーツの多くの場合に脚が長いほうが有利ですね。も

ちろん，背が高ければその分脚も長くなりますから，

背の高さも関係していますがね。
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　ほら，ウィンタースポーツだったらアルペンや距離

の種目。みんなそうでしょう？胴長短足が有利ってい

うのはちょっと想像しにくいですよね。与太郎さんも

そう思いませんか？

与太郎　たしかに，脚が短くって有利っていうのは

ちょっと思いつかないですね。相撲とか柔道なんかは

重心が低いほうがいいってことがあるかもしれないで

すがね。

大　家　とにかく，そんなわけで日本の天下は長くは

続かなかったんですね。そのあと，V字革命があって，

そこに舟木選手などが追いつき追い越したとたんにス

キー板の規定の変更でしょう？

与太郎　ヨーロッパの連中はやり方が汚いですね。

大　家　そういう実感がありますね。ほら，複合競技

だってジャンプの得意な日本選手を不利にするような

規則の改定をしたり－。とは言うものの，概して彼

らの物の考え方は科学的だと思います。そこは見習わ

なければなりません。

与太郎　どういうところが違うんですか？

科学との連携が大切

大　家　私も具体的なことを知っているわけではあり

ません。日本の現状を見てそう思うわけです。

与太郎　もしかしたら，さっき大家さんが言われたよ

うな，1メートル高く飛んでも大した得にならないっ

ていうようなことをちゃんとわきまえていたんですか

ね，ヨーロッパの連中は。

大　家　そういうことだと思います。科学的な面で助

言する関係者が常にいて，コーチたちもそんな人の言

うことをよく聞いているんでしょうね。

　日本ではコーチ陣と科学者などの連携がほとんどな

いと思います。たまにスキー連盟が高名な学者にお願

いして，お金のかかる風洞実験やコンピュータを使っ

たシミュレーションをしたりすることはあるようです

が，たまにそんなことをしてもほとんど役に立つ結果

は出てきません。だから，余計に現場のほうでは頭だ

けの学者を軽蔑して，自分たちの経験優先で物事を考

えようとしているんじゃないですか。それじゃあヨー

ロッパに追いつくことなんかできませんね。

与太郎　ガリレオ爺さんが顧問になればいいんじゃな

いですか？

大　家　自分でもそう思うことがありますよ。しか

し，悲しいことに，私は名もない河原の月見草みたい

なものですからね。

与太郎　こっちまでじれったくなっちゃうなあ。何と

かなりませんかね。

大　家　この新聞の吉岡さんや宮平さんのように，理

屈はともあれ，正しいことに気がついて発言する人が

いるのは頼もしいですね。そんな人をちょっと後押し

してくれるような科学的な知識を持った人がまわりに

いればいいんですがね。

与太郎　実際はそうじゃなかったから，板の規則が変

わっても，かえって闇雲に「蹴る」踏切にこだわった

んじゃないですか？

大　家　そのようですね。原田選手の蹴りへのこだわ

りがそれを表していますね。原田選手や葛西選手はそ

れでもなんとか順応できたほうだけれども，舟木選手

はまったく駄目でしたね。本来，まだまだ可能性が

あったと思うんですが－。

　今年の世界選手権で，団体では運良く3位に入った

けれども，個人戦は惨めでしたね。

腰とおしりが肝心－そして秘密兵器が？

与太郎　大家さん。日本はこれからどうすればいいん

ですかね。

大　家　まず最初に舟木選手のような蹴らない踏切に

戻すんですね。

　この新聞に田尾さん（田尾克史元全日本チーフコー

チ）が書いていることは傾聴に値します。海外有力選

手と今の日本勢の最も大きな違いは，助走姿勢にある

と言っていますね。海外の有力選手は足首が深い角度

で曲がり，おしりが常に立てる，つまり踏み切れるよ

うな高い位置にあるということですね。それに対し

て，日本勢は足首の角度が曲がれば，おしりの位置も

低くなる傾向があるということですね。海外有力選手

の腰やおしりの位置が前に進んでいるのに対して，日

本勢のそれは必然的に後ろにあるということですか。
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与太郎　「腰やおしりが前にある方が，空中姿勢に移

行するスピードが速く，空気抵抗を受けないことは明

白で，これが最終的な飛行距離の差につながる」とい

うことで，ずいぶん腰とおしりにこだわってますね。

大　家　こだわっているというよりも，核心を突いて

いますね。少なくともこの海外選手と同じ方向で改善

を進めるべきですね。

与太郎　でも，それじゃ彼らを追い越すのは難しいん

じゃないですか？

大　家　追い越す前に，まず追いつかなければなりま

せん。その上で新しい技術を考えるんです。

与太郎　大家さんにはその新しい技術のことで何か考

えていることありますか？

大　家　これが当っているかどうか自信はないけれど

も，その上で「蹴り」を加えるんですね。

与太郎　あれ。さっき，舟木選手みたいに蹴らない踏

切に戻せって言ったんじゃないですか？

大　家　言いましたよ。でも，その蹴り方が問題で

す。田尾さんが奨める助走の姿勢から，後ろに向かっ

て蹴るんです。

与太郎　滑りながら蹴るなんてできるんですか？

大　家　もちろんですとも。ほら，スピードスケート

の場合なんか完全に滑りながら蹴っていますね。蹴る

瞬間にもスケートの刃は氷の上を滑っているんです

よ。決して止まったりしません。今度テレビを見る時

によく観察して下さいね。

与太郎　そうなのか。でも，後ろに蹴るっていうのは

難しいんじゃないですか？

大　家　確かに難しいと思います。ですから，体を斜

め上方に押し出す感じでじわっと蹴ることになります

ね。単に速く空中姿勢に移るというだけでなく，前方

に加速するという意識で－。

　今，私が言った，「じわっ」と蹴ることが大事なと

ころですよ。速く蹴ると上体が加速される代わりにス

キー板のほうの速度が犠牲になってバランスが崩れて

しまいます。

与太郎　そうか。でも，今のヨーロッパの選手だって

そういう意識でやってるかもしれないですよね。

大　家　その可能性はあるでしょうね。しかし，まず

やってみることですね。それで駄目なら，秘密の奥の

手を出すんです。

与太郎　ええっ？そんなものがあるんですか？

大　家　前にV字ジャンプはなぜ飛ぶかという話を

書いたことがあります（非開削技術，1996 Jan No.14

『V字でV』）。それはV字にすることで飛行曲線に対

するスキー板の実質的な迎え角を小さくして，揚抗比

－つまり，抗力に対する揚力の比率を大きくできる

からなんです。それでも飛行曲線の中盤から後では，

迎え角はまだ25度前後という大き過ぎる値になって

います。本当は20度ぐらいに小さくできればいいん

ですがね。

与太郎　V字をもっと大股開きにするんですか？

大　家　それは面白いアイディアですね。でも，あま

り開き過ぎるとスキーの操作が難しくなって，危険も

増してしまいますね。

与太郎　ふうーん。大家さんの奥の手ってどうなんで

すか？

大　家　それですがね，ヨーロッパの連中には秘密に

して靴の金具の位置を1センチ前にずらして取り付け

るんです。

与太郎　へえー。そうするとどんなご利益があるんで

すか？

大　家　そうすると当然スキーの先端が下がろうとし

ます。スキーの後ろ半分のほうに掛かる揚力の割合が

大きくなりますからね。選手は恐怖感を持つかもしれ

ませんが，慣れてしまえばいつのまにか飛距離は伸び

ていると思います。

与太郎　へえー。どうしてですか？

大　家　ほら，さっきも言ったように，V字が有利な

のは飛行曲線に対する実質の迎え角が小さくなって，

揚抗比が大きくなるからでしょう？板の先端が1度

でも下がれば，その分さらに迎え角が小さくなって，

もっと条件が良くなります。そして，1センチに慣れ

てきたら，もう1センチ靴の位置をずらすんです。そ

の程度なら，飛んでいるのを見ても違いは気にならな

いでしょうね。

与太郎　そうか。今までと飛び方が変わったように

見えないけど飛距離だけは伸びているっていうんで，

ヨーロッパの連中は不思議に思うでしょうね。

大　家　正直に言って，自分で飛んだことのない私に

はそれでうまく行くという自信はありませんよ。しか

し，この程度のことならお金も掛からず簡単に実験で

きると思います。

与太郎　うーん。じれったいなあ。ガリレオ爺さんの

ような頭の軟らかい相談相手が選手の回りにいれば日

本はもっと強くなるのになあ。


